
補
正
予
算

条
例
の
制
定

（２）

１７・１１・６

◆
三
鷹
市
自
治
基
本
条
例

こ
の
議
案
は
、
三
鷹
市
に
お

け
る
自
治
の
基
本
理
念
と
基
本

原
則
及
び
自
治
機
構
と
自
治
運

営
の
基
本
的
な
仕
組
み
を
定

め
、
市
民
の
信
託
に
基
づ
く
市

議
会
及
び
市
長
等
の
役
割
と
責

任
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
市
民
自
治
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
方

自
治
の
本
旨
の
実
現
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
人
事
行
政
の

運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
し

て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

及
び
運
用
に
関
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
公
共
の
場
所

に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

お
よ
び
運
用
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
等
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る

と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

こ
の
議
案
は
、
公
の
施
設
に

◆
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
大
学
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
三
鷹
ネ
ッ
ト

ワ
U

ク
大
学
に
つ
い
て
、「
特

定
非
営
利
活
動
法
人
三
鷹
ネ
ッ

ト
ワ
U
ク
大
学
推
進
機
構
」
を

指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の

で
す
。

◆
東
京
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
水
防
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
非
常
勤
消
防

団
員
等
で
水
防
に
従
事
し
た
者

◆
三
鷹
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、「
上
連
雀
二
丁

目
駐
輪
場
」、「
三
鷹
産
業
プ
ラ

ザ
駐
輪
場
」
及
び
「
三
鷹
駅
南

口
東
駐
輪
場
」
の
３
箇
所
の
駐

輪
場
を
条
例
に
定
め
る
市
立
自

転
車
等
駐
車
場
と
し
て
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
「
三
鷹
駅
南

口
東
駐
輪
場
」
と
「
す
ず
か
け

駐
輪
場
」
の
２
箇
所
を
有
料
自

転
車
等
駐
車
場
と
し
、
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
る
管
理
を
行
う

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

緊
急
執
行
を
要
す
る
平
成
17

年
９
月
11
日
施
行
の
衆
議
院
議

員
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
に
係
る
平
成
17
年

度
三
鷹
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て
、
市
長
に

お
い
て
専
決
処
分
し
た
も
の

で
、歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
６
千
677
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
572
億
３
千
54

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
千
77
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
575
億
２

千
131
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
４
千
80
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
46
億
533
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
老
人
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
千
275
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
124
億

２
千
334
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
平
成
17
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
千
981
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
78
億
８

千
60
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
同
報
通
信
シ
ス
テ
ム
設
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
こ
の
議
案
は
、
防
災
行
政
無

線
同
報
系
シ
ス
テ
ム
設
備
を
デ

ジ
タ
ル
同
報
通
信
シ
ス
テ
ム
設

備
と
す
る
更
新
工
事
を
施
行
す

る
も
の
で
す
。

契
約
の
金
額
は
、
１
億
８
千

375
万
円
で
、
相
手
方
は
日
本
無

線
株
式
会
社
本
社
で
す
。
工
期

は
、
契
約
確
定
日
の
翌
日
か
ら

平
成
18
年
３
月
15
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

Ω
「
リ
フ
ォ
U
ム
詐
欺
」
か
ら

高
齢
者
等
を
守
る
た
め
の
対
策

強
化
を
求
め
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
項
目
を
実
施
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

Ø
成
年
後
見
制
度
の
普
及
、
活

用
を
図
る
こ
と
、
∞
建
設
業
法

を
見
直
す
こ
と
、
±
建
築
士
法

を
見
直
す
こ
と
、
≤
「
日
本
司

法
支
援
セ
ン
タ
U
」
が
、
高
齢

者
ら
に
対
す
る
出
張
相
談
な
ど

を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
、

≥
被
害
者
の
早
期
救
済
を
図
る

と
と
も
に
、
取
締
法
規
の
制
定

を
検
討
す
る
こ
と
。

Ω
が
ん
対
策
の
推
進
強
化
を
求

め
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
項
目
を
実
施
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

Ø
地
域
が
ん
診
療
拠
点
病
院
を

整
備
す
る
こ
と
、
∞
が
ん
治
療

専
門
医
を
養
成
・
確
保
す
る
こ

と
、
±
国
民
が
利
用
し
や
す
い

「
が
ん
情
報
セ
ン
タ
U
」、
が
ん

拠
点
病
院
等
へ
の
「
が
ん
患
者

情
報
室
」を
設
置
す
る
こ
と
、
≤

が
ん
検
診
の
強
力
な
推
進
及
び

行
う
管
理
の
基
準
及
び
業
務
の

範
囲
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
民
保
養
所
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
公
の
施
設
に

お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
市
民
保
養
所
の
指

定
管
理
者
が
行
う
管
理
の
基
準

及
び
業
務
の
範
囲
そ
の
他
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
と
と

も
に
、
施
設
の
使
用
に
係
る
料

金
を
指
定
管
理
者
の
収
入
と
す

る
利
用
料
金
制
度
を
導
入
す
る

も
の
で
す
。

お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
指
定
管
理
者
が
行

う
管
理
の
基
準
及
び
業
務
の
範

囲
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
、
各
公
の
施
設
の
設
置
条
例

で
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
条

例
の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
市
内
に
鉱
泉

浴
場
の
設
置
計
画
が
あ
る
こ
と

を
受
け
、三
鷹
市
に
お
い
て
も
、

入
湯
税
を
導
入
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
川
上
郷
自
然
の
村
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
公
の
施
設
に

お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
川
上
郷
自
然
の
村

の
指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
の

基
準
及
び
業
務
の
範
囲
そ
の
他

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る

と
と
も
に
、
施
設
の
使
用
に
係

る
料
金
を
指
定
管
理
者
の
収
入

と
す
る
利
用
料
金
制
度
を
導
入

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
U
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
三
鷹
市
立
特
別
養
護
老
人
ホ

U
ム
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◆
三
鷹
市
牟
礼
老
人
保
健
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
の
議
案
３
件
は
、
介
護
保

険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
居

住
等
に
要
す
る
費
用
が
保
険
給

付
の
対
象
外
と
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
施
設
サ
U
ビ
ス
に
係
る

利
用
料
を
定
め
る
と
と
も
に
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
各
施
設
の
指
定
管
理
者
が

も
の
で
す
。

に
係
る
損
害
補
償
に
関
す
る
規

定
に
条
ず
れ
が
生
じ
た
こ
と
に

伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
名
誉
市
民
の
推
挙
に

つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
昨
年
、
文
化

勲
章
を
受
章
さ
れ
、
日
本
画
壇

の
重
鎮
と
し
て
我
が
国
の
美
術

界
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

福
王
寺
法
林
さ
ん
の
功
績
を
た

た
え
る
た
め
、
三
鷹
市
の
名
誉

市
民
に
推
挙
す
る
も
の
で
す
。

受
診
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
、

≥
地
域
が
ん
登
録
の
普
及
と
精

度
の
向
上
を
図
る
こ
と
、
¥
国

内
未
承
認
薬
の
使
用
促
進
の
た

め
の
着
実
な
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
、
µ
セ
ン
タ
U
方
式
に
よ

る
高
度
が
ん
治
療
技
術
を
開
発

し
臨
床
応
用
を
行
う
こ
と
。

Ω
耐
震
化
促
進
の
た
め
の
施
策

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
施
策
の
拡

充
を
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

Ø
耐
震
改
修
に
関
し
て
税
制
、

予
算
両
面
で
施
策
を
拡
充
す
る

こ
と
、
∞
耐
震
改
修
促
進
法
等

に
関
す
る
制
度
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
。

Ω
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
求
め
る

意
見
書

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
項
目
を
実
施
す
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

Ø
政
府
を
挙
げ
て
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
を
推
進
す
る
こ
と
、
∞
公

共
建
築
物
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
利

用
状
況
の
調
査
を
行
い
、
利
用

者
に
対
し
て
情
報
開
示
、
暴
露

防
止
の
対
策
を
進
め
、
解
体
作

業
に
際
し
て
、
そ
の
情
報
が
利

用
で
き
る
体
制
整
備
を
進
め
る

こ
と
、
±
ア
ス
ベ
ス
ト
取
り
扱

い
作
業
に
従
事
し
た
者
の
健
康

被
害
の
可
能
性
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
う
よ
う
事
業
者
に
徹
底

す
る
こ
と
、
≤
相
談
で
き
る
窓

口
と
、
診
断
治
療
体
制
等
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
、
≥
ア
ス
ベ

ス
ト
取
り
扱
い
事
業
所
の
労
働

者
及
び
そ
の
家
族
の
健
康
診
断

の
徹
底
と
、
地
方
自
治
体
の
健

診
事
業
等
の
あ
り
方
を
見
直
す

こ
と
、
¥
労
災
認
定
の
あ
り
方

を
検
討
し
、
救
済
の
た
め
の
新

法
を
早
期
に
制
定
す
る
こ
と
。

Ω
ま
ち
づ
く
り
三
法
の
見
直
し

に
関
す
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
と
お
り
「
ま
ち
づ
く
り
三

法
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
強
く

要
望
す
る
。

Ø
都
市
計
画
法
を
抜
本
改
正
す

る
こ
と
、
∞
中
心
市
街
地
活
性

化
法
と
大
規
模
小
売
店
舗
立
地

法
を
統
合
し
、
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
U

形
成
促
進
法
（
仮

称
）
」
を
制
定
す
る
こ
と
、
±

中
心
市
街
地
活
性
化
支
援
施
策

の
大
幅
拡
充
を
図
る
こ
と
。

Ω
少
子
化
対
策
予
算
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
政
策
を
講
じ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

Ø
政
府
は
少
子
化
対
策
を
最
重

点
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位

置
づ
け
、
子
育
て
世
代
へ
の
予

算
の
重
点
配
分
を
行
う
こ
と
、

∞
非
婚
化
、
晩
婚
化
対
策
を
含

め
た
実
効
あ
る
少
子
化
対
策
を

早
急
に
講
じ
る
こ
と
。

Ω
「
浜
岡
原
発
震
災
」
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
施
策
の
確

立
を
求
め
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、「
浜
岡
原
発
震
災
」

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、

浜
岡
原
発
を
徹
底
的
に
調
査
研

究
し
、
ク
リ
U
ン
な
代
替
エ
ネ

ル
ギ
U
策
を
推
進
す
る
な
ど
抜

本
的
な
施
策
の
確
立
を
求
め

る
。

Ω
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
U
の
運
用
改

善
を
求
め
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
運
用
改
善
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

Ø
プ
ラ
ン
の
質
の
向
上
に
向
け

１
人
当
た
り
の
担
当
件
数
の
具

体
的
な
限
界
人
数
を
設
定
す
る

こ
と
、
∞
独
立
開
業
が
可
能
な

程
度
に
達
す
る
、
職
務
範
囲
の

拡
大
お
よ
び
報
酬
の
見
直
し
を

す
る
こ
と
、
±
独
立
事
業
所
に

対
す
る
優
遇
措
置
を
行
う
こ

と
。

可
決
し
た
議
案

第
3
回
定
例
会

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
例
の
改
正

契
　
約

意
見
書
（
要
旨
）

そ
の
他

指定管理者を公募で選定する
三鷹市民保養所「箱根みたか荘」

10月に開設した
三鷹ネットワーク大学の講座風景


